社会階層と社会ネットワークの国際比較に関する実証研究 by 村瀬 洋一
 ※ホームページ等で公表します。（様式１）  






研 究 代 表 者 
所属部局･職 氏 名 
 
  社会学部・准教授  
 








      ２０１５年８月２１日～２０１６年９月１１日  
経     費  
年度  SFR 申請額  
所属学部からの  
補助額  
SFR 助成額  
2014 年度  円  円  円  




国  名  研究機関名  
































 ウィスコンシン大学 Center for Demography and Ecology による"Demography Seminar"や、Institute for 
Research on Povertyによる"IRP Seminars"に参加し、最新の研究状況について理解を深めた。また、シカゴ大学
における"The Donald J. Bogue Demography Workshop"に参加し、シカゴ大学社会学部の山口一男教授とお会いし
て意見交換した。Southern Political Science Association 2016 Conference や、Population Association of 
America 2016 conferenceにも参加した。 
  日本では、2015年６月に、福島市における震災後の生活と意識に関する統計的社会調査を実施した。これは震
災被害や政策への意識、各種の社会意識、原発政策への志向、人間関係等に関する内容である。福島市において
無作為抽出を行い 2100人を対象として実施し、有効回収数は 1452人(回収率 69％)だった。このデータファイル
作成作業を進め、既存の調査データを含め、データ分析を行った。英文論文"Social Status and Policy Preference: 
Attitude on Fukushima Nuclear Problem after the Great East Japan Earthquake"としてまとめ、2016年１月初めにアメリ
カ社会学会大会の発表申請を行い、３月に審査を通過したとの連絡を受けたので、８月の大会で Disaster Paper 
Session にて発表予定である。また、2015年８月大会で発表した内容"D isas te r,  Soc ia l  Fa i rnes s ,  and  Soc ia l  























Murase  Yo ich i  & W.  Lawrence  Neuman,  "Disa s t e r,  Soc ia l  Fa i rness ,  and  Soc ia l  S ta tus :  
Damage  and  Soc ia l  Consc iousness  a f te r  t he  Grea t  Eas t  J apan  Ea r thquake . " (アメリ
カ社会学会 ASA. Hilton San Francisco. 2015 年 8 月 ) 
 
報告書 
村瀬洋一. 2016. 『行動科学と計量社会学 : 2015年度専門演習 2・卒業論文演習 (村瀬洋一担当) ゼミ報告書』 
 立教大学社会学部村瀬研究室発行（巻末に調査資料）． 
 
 
 
 
※この（様式２）に記入の、成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等
を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
 
